













Utaki and Torii of Miyako 
　―　A Study of the Historical Background　―　
Abstract：There are objects and buildings commonly found at Shinto shrines in Japan, such as 
torii （gateway built at the entrance to a shrine）, komainu （lion-shaped guardian dogs sitting at 
the entrance）, toro （garden lanterns）, haiden （hall of worship） and shinden （main shrine where 
the object of worship is placed）. The sacred sites of Miyako called utaki have objects of worship 
called ibi placed at the center of the innermost section of the utaki. They are stones where gods 
are believed to be enshrined. There are several other ibi on the grounds. These are gods to be 
worshipped from a distance. The open space in front of the ibi is a sacred area called kanniwa, 
where a small hall called komoriya is built for people to shut themselves up in to conduct rituals. 
It is said that there are more than 800 utaki in Miyako. Although many utaki have changed 
through the years and now have objects and buildings similar to shrines, they retain a solemn 
atmosphere.
　After the “annexation” of the Ryukyu islands, modernization of Okinawa progressed together 
with education promoting Chukun Aikoku （loyalty and patriotism）. People were forced to recite 
the Imperial Rescript on Education, make a respectful bow to the Goshinei （photograph of the 








the Emperor. People who were “Japanized” in this manner made efforts to assimilate into Japan 
by transforming historical utaki where many residents visited and making them more similar to 
shrines. They built torii gateways and toro lanterns, reconstructed komoriya as haiden, and reno-
vated ibi as shinden. In particular, the torii was regarded as the symbolic entrance to the utaki 
（shrine）. After World War II, the movement toward erecting torii continued and even expanded. 
In some areas, utaki are called jinja （shrine）. Today, torii built at utaki no longer seem out of 

























































































































3）、比屋地（ピャーズ）（写真 4）の 4御嶽である。当時由緒ある御嶽として知られていた御嶽 25件
のうち、鳥居建立の時期は別にして、現在 6御嶽で鳥居を確認することができる。一方、「雍正旧記」
記載の御嶽では、大浦（ウプラ）（写真 5）、嵩平（タキヒラ）（写真 6）、運城（ウングスク）（写真












番号 地域 御嶽名 性格 出現場所 神 鳥居 備　考
1 下　里 漲水御嶽 天降り 漲水波打涯 男女神 ○ 大正 7年建立、漲水神社
2 西仲宗根 廣瀬御嶽 顕現 廣瀬山 女神
3 東仲宗根 船立御嶽 渡来 船立山 男女神
4 荷川取 真玉御嶽 天道崇拝 真玉山下に居住 男女神 夫婦を真玉山に葬る
5 池　間 池間御嶽 顕現 嵩原山 男神 ○ 大正 12年建立、大主神社
6 狩　俣 大城御嶽 天降り 島尻當原 女神
7 狩　俣 中間御嶽 天降り 中間山 男女神
8 狩　俣 新城御嶽 船守り 新城山 女神
9 島　尻 野猿間御嶽 顕現 野猿間山 男女神 所在地不明
10 島　尻 島尻御嶽 顕現 不詳 女神 所在地不明
11 大　神 大御神御嶽 顕現 大御神御嶽 男女神
12 与那覇 池の御嶽 天降り 池の山 男女神 池之御嶽
13 与那覇 赤崎御嶽 顕現 赤崎山 男女神 ○ 昭和 7年建立？（写真 1）
14 与那覇 石城御嶽 顕現 石城山 男神 前山御嶽か
15 川　満 喜佐真御嶽 天降り すみや山 男神
16 野　崎 大泊御嶽 顕現 大泊山 女神 ○ 復帰後建立（写真 2）
17 野　崎 川嶺御嶽 顕現 川嶺山 男女神 松原村
18 来　間 西新崎御嶽 顕現 新崎山 男神 イイヌ（西の）御嶽か
19 友　利 山立御嶽 渡来 古屋敷山立 女神
20 友　利 高津間御嶽 渡来 不詳 男神 根所崇拝
21 友　利 嶺間御嶽 渡来 あまり山 男女神
22 新　城 浦底御嶽 天降り 浦底山 男女神
23 平安名 離　御嶽 天降り はなり山 女神
24 伊良部 乗瀬御嶽 顕現 乗瀬山 女神 ○ 戦後建立（写真 3）
25 伊良部 比屋地御嶽 英雄 比屋地山 男神 ○ 戦後建立（写真 4）
26 東仲宗根 外間御嶽 英雄 墓所 男神
27 下　里 尻間御嶽 昇天 尻間山 男神
28 大　浦 大浦御嶽 五穀の神 フギ嶺 男神 ○ ワービヌ御嶽か（写真 5）
29 川　満 目利真御嶽 天降り すみや森 女神
30 嘉手苅 大山御嶽 英雄神 不詳 男女神 ウプ御嶽という
31 野　原 平屋久御嶽 耕作の神 平屋久嶺 男神
32 砂　川 前屋御嶽 船守り神 上比屋山 男神
33 砂　川 上平屋御嶽 渡来 みなこざ浜 男女神
34 伊良部 長山御嶽 渡来 長山 男神
35 伊良部 石泊御嶽 渡来 石泊山 男神
36 佐和田 嵩平御嶽 顕現 嵩平山 男神 ○ 戦後建立（写真 6）
37 仲　筋 運城御嶽 顕現 運城山 男神 ○ 昭和 33年建立（写真 36）
38 仲　筋 泊御嶽 天降り 泊山 男神 ○ 戦後建立（写真 37）
39 塩　川 塩川御嶽 天降り 張間原 男神 ○ 昭和 26年建立（写真 38）
40 水　納 水納御嶽 天降り 城たけ 男神 ○ 昭和 12年建立（写真 17）
注 1、「宮古島旧記」とは「御嶽由来記」（1705年作成）、「雍正旧記」（1727年作成）を指す。






写真 1　赤崎御嶽（下地字与那覇） 写真 2　大泊御嶽（平良字松原）
写真 3　乗瀬御嶽（伊良部字伊良部） 写真 4　比屋地御嶽（伊良部字池間添）








　明治政府は 1872（明治 5）年の「学制」発布に次いで、1879（明治 12）年に「教育令」を公布、
翌年「教育令」を改正して、教育は国家の統制下に置かれることになった。1886（明治 19）年の
「小学校令」で尋常小学校（4年）を義務化した。1890（明治 23）年 10月 30日「教育ニ関スル勅語」
発布で、近代日本の教育の基本方針が示され、「皇国臣民」としての務めが明確化された。「教育勅
語」は三大節（のち四大節）など学校行事での奉読が徹底されることになった。「小学校令」は 1907

















































される 1897（明治 30）年までに次々と本校 7校、分校 4校が設立された。
　平良間切に平良小学校（明治 15年）、狩俣小学校（明治 19年）、西辺小学校（明治 21年）、西辺小
の池間仮教場（明治 28年）、下地間切に下地小学校（明治 19年）、下地小の来間分教場（明治 28
年）、伊良部小学校（明治 19年）、伊良部小の佐良浜分教場（明治 20年）、砂川間切に新里小学校


























































　その前年の 1889（明治 22）年 2月 14日に公布された「大日本帝国憲法」で「天皇主権」がうたわ
れ、日本国民は「臣民」としてその務めを果たすこともうたわれた。






















































































る。10年後の 1924（大正 13）年 3月、平良町は字下里の平良馬場の高台に建立した。碑
名は陸軍大将・元帥山縣有朋の揮毫である。城辺村は 1928（昭和 3）年 8月、字福里の城辺尋常小学
































































































































































































































































































































































































番号 建立年 御嶽名 地域 石碑・資料他 備　考
1 明治○年 運城御嶽 多良間 「琉球新報」明治 34年 12月 鳥居、石灯籠、狛犬
2 明治○年 泊御嶽 多良間 「琉球新報」明治 34年 12月 鳥居、石灯籠、狛犬
3 明治○年 塩川御嶽 多良間 「琉球新報」明治 34年 12月 鳥居、石灯籠、狛犬
4 明治○年 普天間御嶽 多良間 「琉球新報」明治 34年 12月 鳥居、石灯籠、狛犬
5 明治 35年 多良間神社 多良間 『村誌たらま島』 神明系
6 大正 7年 漲水神社 平良 『平良町誌』〈漲水神社落成年〉 神明系、灯籠
7 大正 8年 宮国御嶽 上野 「宮国御嶽落成記念碑」 鳥居なし
8 大正 9年 大（ウプ）御嶽 下地 「神社改築記念碑」 鳥居なし
9 大正 12年 大主神社 池間 「鳥居建設紀年碑」 明神系、灯籠
10 大正 14年 宮古神社 平良 『平良町誌』 神明系、灯籠
11 昭和 2年 赤名宮 下地 『下地町誌』 神明系、灯籠
12 昭和 5年頃 マラシ御嶽 城辺 聞き取り 神明系
13 昭和 6年 大（ウプ）御嶽 城辺 祠に昭和 6年 5月 11日刻字 神明系〈鳥居倒壊〉
14 昭和 7年 下地神社 下地 『下地町誌』 神明系、灯籠
15 昭和 7年 赤崎御嶽 下地 『平良市史』第 10巻 神明系
16 昭和 8年 久知名大按司御嶽 久松 御嶽「改築記念碑」 鳥居なし、灯籠
17 昭和 8年 腕山御嶽 伊良部 「鳥居建設紀念碑」 神明系、灯籠
18 昭和 9年 大主神社 西原 「大主神社改築紀年碑」 神明系、灯籠
19 昭和 10年 阿津真間神社 平良 神社改築「記念碑」 神明系、灯籠・狛犬・手水舎
20 昭和 11年 大主神社 佐良浜 「大主神社改築紀年碑」 神明系、灯籠
21 昭和 11年 キクイ御嶽 平良 「建設紀年碑」 鳥居なし
22 昭和 12年 水納神社 多良間 「鳥居建立記念碑」 神明系、灯籠
23 昭和 13年 飛鳥御嶽 平良 「飛鳥御嶽改築記念碑」 神明系、灯籠・狛犬
24 昭和 13年 飛鳥御嶽 城辺 山田部落の入り口（聞取り） 神明系
25 昭和 13年 飛鳥御嶽 城辺 山川部落の入り口（聞取り） 神明系
26 昭和 14年 砂川神社 城辺 「砂川神社改築紀年碑」 神明系、灯籠・狛犬・手水舎
27 昭和 14年 嶺間神社 多良間 『多良間村史』第 6巻 神明系〈灯籠建立年〉
28 昭和 19年 宮古神社 平良 県社として再建 明神系、灯籠・狛犬・手水舎


































































































































































































































































写真 25　高腰御嶽 写真 26　仲間御嶽
写真 29　長間神社 写真 30　飛鳥神社（山川部落）























































































番号 建設年 御嶽名 地域 集落 石碑・資料他 備　考
1 1951 塩川御嶽 多良間 塩川 『多良間村史』第 6巻 神明系→明神系、灯籠
2 1952 長間神社 城辺 長中 「改築紀念碑」 明神系、灯籠
3 1953 御船の親御嶽 上野 新里 「御船之親御嶽建立記念碑」 明神系〈鳥居撤去〉
4 1953 ワービヌ御嶽 平良 大浦 昭和 28年旧 12月籠り屋建設 神明系〈大浦御嶽か〉
5 1958 運城御嶽 多良間 仲筋 『多良間村史』第 6巻 明神系、灯籠
6 1958 普天間御嶽 多良間 塩川 『多良間村史』第 6巻 明神系、灯籠
7 1959 迎御嶽 平良 西仲宗根 昭和 34年 2月 1日建設碑 明神系、灯籠
8 1960 イラパズ御嶽 城辺 比嘉 昭和 35年 3月 25日建設 明神系
9 ？ ムトゥウタキ 平良 下崎 60余年前に建設 明神系、灯籠。下崎神社
10 1962 黒浜御嶽 伊良部 佐和田 昭和 37年 3月 19日拝殿竣工 神明系〈鳥居も改築〉
11 1962 天久ユーヌヌス御嶽 城辺 上区 祠に昭和 37年 8月 13日刻字 神明系
12 1964 阿津真間御嶽 平良 西里 「改築紀念碑」 明神系（二の鳥居）
13 1965 赤名宮 下地 上地 「改築乃碑」 神明系→明神系
14 1966 国仲御嶽 伊良部 国仲 昭和 41年旧 9月 15日奉納 明神系
15 1967 仲御嶽 伊良部 長浜 1967年 10月拝殿竣工 神明系
16 1969 下里添神社 城辺 上区 「下里添神社」碑 明神系
17 1969 高腰御嶽 城辺 比嘉 昭和 44年 12月 8日設立 明神系
18 1969 ンナカヤー御嶽 下地 上地 1969年 9月 15日落成 神明系、〈真中屋御嶽〉
19 1970 多良間神社 多良間 仲筋 神社改築期成会 明神系（二の鳥居）
20 1970 地盛嶺御嶽 平良 鏡原 「改築記念碑」 明神系、灯籠
21 ？ アガイヌ御嶽 下地 来間 50余年前に建設 神明系、灯籠
22 1971 西銘御嶽 平良 増原 聞き取り 神明系、灯籠
23 1971 トゥヌガナス 平良 池間 「拝所改修記念碑」 神明系、灯籠
24 1972 ウタッチャー御嶽 城辺 保良 拝殿改築 神明系
25 1974 比屋地御嶽 伊良部 伊良部 由来説明の碑建立年 明神系
26 1974 大主神社 平良 西原 「鳥居建立之碑」 明神系（一の鳥居）
27 1975 大嶺（オコンミ）神社 伊良部 長浜 昭和 50年 8月 17日設立 明神系〈宮国親族の神社〉
28 1977 パイヌ御嶽 城辺 新城 昭和 52年 4月 26日建立 明神系〈南の御嶽〉
29 1977 下地神社 下地 洲鎌 「下地神社改築記念碑」 神明系（一の鳥居）
30 1983 シシナム御嶽 平良 西里 昭和 58年 8月 2日建立 明神系〈尻並御嶽〉
31 1985 カザンミ御嶽 下地 高千穂 狛犬奉納（昭和 60年） 神明系
32 ？ 飛鳥神社 城辺 山川 30数年前に改築 神明系〈山川部落入り口〉
33 1987 東原御嶽 平良 西里 「改築落成記念」碑 明神系
34 1987 西積間御嶽 下地 高千穂 昭和 62年 5月 20日拝殿竣工 明神系、狛犬
35 1991 ウプムイ御嶽 平良 荷川取 『平良市史』第 9巻 明神系
36 ？ 大泊御嶽 平良 久松 30余年前に建設 明神系
37 ？ 皆愛御嶽 下地 皆愛 10数年前に建設 神明系
38 不詳 盛加井御嶽 平良 東仲宗根 神明系
39 不詳 住屋御嶽 平良 西里 神明系〈鳥居撤去〉
40 不詳 ユーサンミ御嶽 平良 西里 神明系〈鳥居撤去〉
41 不詳 イガラムトゥ 城辺 保良 神明系
42 不詳 多良間御嶽 城辺 保良 〈多良間から移住民の御嶽〉 神明系〈鳥居損壊〉
43 不詳 サトゥヌ御嶽 城辺 新城 〈里の御嶽〉 神明系
44 不詳 ヤマトゥ御嶽 下地 上地 〈大和御嶽〉 神明系
45 不詳 スマヌヌス 下地 上地 〈島の主〉 神明系
46 不詳 ウツマヤー御嶽 下地 上地 〈内間屋御嶽〉 神明系
47 不詳 ウキバイ御嶽 下地 上地 〈申方御嶽ともいう〉 神明系
48 不詳 嵩原御嶽 伊良部 佐和田 明神系、灯籠
49 不詳 乗瀬御嶽 伊良部 伊良部 明神系、灯籠















































（ 3）　古琉球期から 1907（明治 40）年までの長期にわたって存続した沖縄独自の行政区画単位。現在の市町
村の区画にほぼ相当する。1908年実施の沖縄県及島嶼町村制により間切は町村に改称された（高良倉吉
「間切」。沖縄大百科事典刊行事務局編『沖縄大百科事典』下巻、508～509頁、沖縄タイムス社、1983年）。
（ 4）　近世の宮古・八重山に年齢別に課された頭割りの税制。1903（明治 36）年 1月に廃止された。（仲宗根
將二「人頭税」。注（3）前掲書、140～141頁）。
（ 5）　琉球政府『沖縄県史』第 12巻、資料編 2沖縄県関係各省公文書 1（410頁、1966年）。
（ 6）　注（5）前掲書、805頁。
































（31）　「先島新聞　附録宮古号」大正 7年 10月 15日（『平良市史』第 10巻資料編 9、戦前新聞集成下、249
頁、平良市史編さん委員会、2005年）。
（32）　注（30）前掲書、349頁。
















（48）　「宮古朝日新聞」昭和 18年 12月 1日（注（31）前掲書、826頁）。
（49）　「宮古朝日新聞」昭和 18年 12月 9日（注（31）前掲書、803頁）。










（60）　「宮古朝日新聞」昭和 18年 9月 29日（注（31）前掲書、819頁）。
（61）　「宮古朝日新聞」昭和 18年 11月 29日・12月 11日（注（31）前掲書、824、803頁）。
（62）　注（8）前掲書、50頁。
（63）　『平良市史』第 8巻資料編 6考古・人物・補遺（348～350頁、平良市史編さん委員会、1978年）。
（64）　「琉球新報」1914年 4月 21日（注（17）前掲書、783頁）。
（65）　注（45）前掲書、209、217頁。
（66）　注（17）前掲書、107頁。
